




･

全ネジ調節管
調節管 各種目皿部と防水皿接続用

各種目皿部と防水皿接続用
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調節管 底面循環金具ネジ式と防水皿接続用
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31ページに通水量を数字で表しています
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■基準水量は調整板開度が100％で、各管径に於ける一般的な給水量を上限とし吐出流速1m/s以内で算出しています。

■流量特性グラフは調整板の開度に関わらず金具に作用する圧力が一定として作成しています。
　 取付する全ての金具を閉塞方向に大きく調整し作用する圧力が大幅に上昇する場合は適用できません。

■流量調整機能は複数個の優劣のバランスをとる目的でご使用下さい。バルブの代替としてのご利用は金具の早期損傷の原因と
　 なりますのでご注意下さい。

■実線はＣＨ型 排水金具の排水量、破線はＵＬＨＳ/ＨＳＰ型 排水金具の排水量です。

■グラフは排水栓以降の通水抵抗は含んでおりません。排水管口径や通気方式、排水枡迄の延長距離により
　 大きく左右されますのでご注意下さい。

■排水時間は概ね10分～15分程度が望ましいですが、緊急排水を必要とする施設の場合は5分～10分で排水できる口径を
　 選定して下さい。但し、いずれの場合も排水配管、排水枡に十分なゆとりがあることを確認の上決定して下さい。
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吸込側通水量　単位 Ｌ/min

吐出側通水量　単位 Ｌ/min
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■上表の水量は吐出側流速を1.0m/secとして算出していますが接続する配管の一般的な推奨水量と対比し小さい方の値を記載して
　 います。

■Sシリーズ（　）内数値は循環の吸込みに使用した場合の水量です。

■上表の水量は吸込側流速を0.5m/secとして算出していますが接続する配管の一般的な推奨水量と対比し小さい方の値を記載して
　 います。
■安全のため吸込側は1ヶでカバー出来る水量であっても必ず2ヶ以上設置して下さい。
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